
高齢者の骨代謝に及ぼす牛乳乳製品摂取と運動の効果
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高齢社会の本格的到来が目前の現在、高齢者の健康の保持・増進および疾病からの回復の問題は極

めて重要な課題である。そしてごの問題の解決策として、栄養と運動が大きな柱として位置付けられ

ている。

加齢に伴う骨塩量低下、骨粗葉毒症ひいては骨折により引き起こされる寝たきりの問題に対しでも、

一次予防の観点から栄養と運動の役割が期待されている。すなわち、栄養面では骨塩量の保持に対し

てカルシウムや良質たんぱく質が必須であるが、牛乳がその給源として重要な位置を占めるごとは言

うまでもない。一方、健康の保持・増進のための運動については従来から全身持久的運動の有効性が

明らかにされており、平成元年には「健康づくりのための運動所要量」が策定された。そして第六次改

(抵抗)運動の有効性が示さ定「日本人の栄養所要量」では全身持久的運動に加えて軽レジスタンス

れ、乙れら両タイプの運動を行うことによって、呼吸・循環能力や代謝能力の向上のみならず、現在

世界的に問題となっている骨粗懸症(Osteopenia)や筋肉減弱症 (Sarcopenia)の予防が可能となる

ことが明らかになっている 11。

骨代謝の指標としては骨密度とともに骨代謝マーカーが用いられているが、骨密度自体の変動速度

が遅いことから、骨代謝マーカーによって、冶療薬剤選択の指針決定、薬物療法の効果判定、将来の骨

密度変化の予測などが行われているトヘ栄養や運動についても種々の検討が行われており、その検

討対象は若年者やスポーツ選手から高齢者まで広範囲にわたっているが、 75歳以上の後期高齢者や超

高齢者を対象として検討した報告は少な~ ':1 6. 7)。そして、骨代謝マーカーを指標とし、牛乳乳製品を

はじめとする食物摂取状況-栄養素摂取状況と運動の両者の影響を関連づけて検討した報告はほとん

どみられない。

我々は先に、高齢者の骨代謝に及ぼす身体活動要因の影響を明らかにすることを目的としてケアハ

ウス入居高齢者(平均年齢80歳)を対象に横断的な検討を行い、“筋力(筋肉量)の維持が後期高齢以

降の女性においてもその骨吸収増大を抑制し得る"可能性を示す結果を得た.，。そこで今回、同ケア

ハウス入居高齢者の骨密度、骨代謝マーカーレベルについての追跡調査を行い、その変動と牛乳乳製

品摂取状況、歩行数および筋力との関連を検討した。本研究は、[牛乳乳製品の摂取と運動が、高齢者
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における骨代謝の約 1年間の変動に対して単独効果/被合効果/相乗効果をもたらす」を作業仮説と

して、骨密度および骨代謝マーカーを指標とする前向きな手法を用いることにより、高齢者の骨代謝

に対する牛乳乳製品と運動の有効性に関するエピデンスを得ることを目的とするものである。

方法

1.対象

兵庫県明石市のケアハウス入居者男性14名、女性56名の合計70名を対象としたc 本研究の実施にあ

たっては、その趣旨と内容について充分に説明した後に同意書を対象者から回収し、ヘルシンキ宣言

(1964年承認、 2000年修正)の精神を遵守した。

2.調査と試料採取、測定の手順

食物摂取状況および身体活動状況(歩行数)の調査を 1週間行った後、早朝・空腹時の血液および

第2尿を採取し、体重、握力、腫骨骨密度を測定した。

14ヶ月の観察期間後に、同様の手順で調査、試料の採取および各々の測定を実施した。

(1)食物摂取状況および身体活動状況(歩行数)の調査

五訂日本食品成分表9)に基づく献立作成から食事の提供、摂食状況の調査には、ケアハウス常

駐の管理栄養士があたった。観察期間に先立つ調査期間中、献立における 1日当たりのエネルギ

ーおよび各栄養素量の平均値は、エネルギー:1，526kcal、たんぱく質:63.3g、カルシウム:

554mg、リン 919mgであった。観察期間中の献立における栄養素摂取レベルは、ほぽ一定に維

持された。摂食状況については、個別に朝・昼・夕食の残食量を実測して毎食の提供量に対する

摂食率を算出し、献立上のエネルギーに摂食率を乗じることにより 1日当たりのエネルギー摂取

量推定値を求めた。

身体活動状況については、カロリーカウンタ -Select2 (スズケン)により l日当たりの歩行

数を測定した。

(2)血液および尿の採取と測定項目

血液については早朝・空腹時に採取し、骨形成マーカーとして血清骨型アルカリ性ホスファタ

ーゼ (bone-specifica1ka1ine phosphatase : B A P)をEIA法(オステオリンクス IBA P J 

住友製薬)、オステオカルシン (osteoca1cin: 0 C)をIRMA法(IRMA1ミツピシJ 三菱

化学)により測定した。

尿については早朝第2尿を採取し、骨吸収マーカーとして尿中 I型コラーゲン架橋N末端テロ

ペプチド(crosslinkedN.telopeptides of type 1 collagen : N T x )をELISA法(オステオマー

ク:持田製薬)、デオキシピリジノリン (deoxypiridinoline: D P D)をEIA法(オステオリン

クス IDP DJ 住友製薬)により測定した。
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(3)体重、握力、陸骨骨密度の測定

体重は体脂肪計TBF-401 (タニタ社)、握力は握力計グリップD (竹井機器工業社)を用いて

各々測定した。躍骨骨密度については超音波骨密度測定装置CM100 (古野電気社製)を用い、右

陸骨部の超音波伝播速度 (speedof sound : S 0 S) を測定した。

3 "統計処理

統計処理にあたってはSPSS10.0for Windowsを使用し、観察期間前後における測定値の比較に対し

て同群間の t検定を行った。骨密度および骨代謝マーカーを従属変数とする重回帰分析については、

ステップワイズ法を用いた。各々の検定における有意水準は、 5%未満とした。

結果

1.男女別にみた全対象の骨密度、骨代謝マーカーレベルと体重、牛乳摂取量、歩行数、握力の結果

(表ー 1) 

男性では、すべての項目が14ヶ月間の観察期間前後で有意な差を示さなかった。

一方、女性では観察期間前に比べ期間後で SOSが有意に上昇し、 OC、体重と握力が有意に低

下した。

表ー 14ヶ月の観察期間前後における骨密度、骨代謝マーカーレベルと体重、牛乳摂取量、

歩行数、握力の比較(男性14名、女性56名)

百 主主 有蒼茎
男性(n=14) 

骨密度(m/sec) 1，489:t:6 1，481士6 n.s 
骨代謝マーカー
日AP(U/I) ， 25.1 :t:2.6 26.6:t: 3.6 n.s 

OC(ng!ml)b 3.7:t:且7 3.8土0.8 n.s 

NTx (nM BCE/mM Cr)' 54.4:t: 11.2 58.4土12.4 n 丘

町旦(~ML~J!LgrL~__一一一一一一-----------ーーー盟主qムー一一一一ー 7.5主2.1ーーー---~.:~
Tキ重(kg) 54.2土2.8 53.8:t:2.7 n.s 
牛乳摂取量(ml/日 180:t:16 164:t:24 n.s 
歩行数(歩/日 6，572土1，313 5，736:t:1，104 n.s 
握力 (kg) 26.2土1.8 24.4:t:2.2 n.s 

女性(n=56)
骨密度(m/sec) l，475:t:3 1，481:t:6 p=0.046 
骨代謝マーカー

日AP(U/I)' 34.6:t:2.7 30.0:t:1.2 n.s 

OC(ng/ml)b 6.8:t:0.4 4.7:t:0.2 p=O.OOO 

NTx(nM BCE/mM Cr)' 89.1土5.5 83.6:t: 5.3 n.s 

DPD (nM/mM Cr) d 8.1 :t:0.4 7.8土0.3 n.s 
1事董[五五f一一一---------一一一一一---------46~ri~-Ü--------------.jロ王iX----P五百o

牛乳摂取量(ml/日 199:t:14 186:t:13 n.s. 
歩行数(歩/日 4，437土410 4，253土373 n.s 
握力 (kg) 16.9:t:且7 15.8:t:0.7 p=0.005 

平均値±標準誤差， n.5.: not signi日cant

a : bone-specific a1 kaline phosphatase (B A p)， b ; osteocalcin (0 C)， 

':crosslinked N"telopeptides oftype 1 collagen (N T x)， d :deoxypiridinoline (D P D) 
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2.護霊祭務総後半の歩行数別にみた女性における脅密度、脅代謝マーカーレベJむと体霊童、牛乳主高級畿、

歩行委主、重量カの結果(表-2) 

観察晃雪間後半の歩行数上位28;sでは、綴空安芸書罪悪後でocとともにNTxもまたお雪量iこ{依子したが、

絡の覆(31ま有意な変動を示さなかった6

一方、義語家英喜照f農学の歩行数千佼28~ろでは、級委譲J滋問後でoc が有訟に低下したがNT x Iま有意

な変重きを示さなかった。また、体多数と長選カカ音符惑に低下した。

2 霊童祭典週間後半の!!11T数別にみ先、 14ヶJlの重喜望書叙爵応援におItる骨密度、骨代謝マ

ーカーレベルと体豪、牛乳摂取量、歩行数、蓬カの比較{女性56名)

語 蓄 買額
議祭主主扇後半の室長行数上位群(n=28)
骨密度(m/sec) 1，476玄4 1，482ニ1:3 n.s. 
骨代謝マーカー
BAP(り~) 3~7jヒ 3.8 29.5:1: 1.6 n.s. 
00知事/閉1) 日時:1:0.6 4.2土0，3 p"O，OOO 
NTx(nM BCξ/mM Cr) 95，5:1:8.2 81.7念6，8 p=0，032 
DPD(nM/mM Cr) 7，8:1:0，5 7，5士立5 n，S， 

葎1f(日f一一一一一一一…ー………明……";ie:3:tui一一……一三琵，:fTif-.....τi一一叩
牛乳綴lIl!:!量〈用1/13) 166会 16 172ま17 n.5， 

移行数〈歩/13) 日，249士604 6，21皐主501 n，s人
権力(kg) 19，0士0.9 18.6土0，8 n.s. 
観察期間後学の歩行委主下位君事(n=28)
f華街路定(m!sec) 1，474:1:4 1，477土4 n.5. 
傍代謝マーカー
8AP(υlil 34.4:1:3.8 30.4念1.8 n，s. 
OC (nglmil 7.0士0，5 5.3さ0.3 p"O∞o 
NTx(nM 8CE/mM Cr) 82.8士7.4 85.4土器3 n.s. 

一即'D却W.'!'M__ c:!l一一一… 一一一一----~，~主qι一一一一._~:?.::佐久……~~:.……
体~(kg) 45.3念1.5 42.7 + 1.4 炉設.001
牛乳摂取量(ml/臼) 232士21 200:1:20 n.s. 
歩行数(歩/臼 2，625土277 2，289会 171 n.S 
握力(kg) 14.8:1:0，9 13.0:1:0，8 p=O，OOO 

平匂健士標準誤愛唱れS，:not signi長cant
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3.観察期間終了時の握力別にみた女性における骨密度、骨代謝マーカーレベルと体重、牛乳摂取量、

歩行数、握力の結果(表-3) 

観察期間終了時の握力上位28名では、観察期間後でsosが有怠に上昇し、 ocが有意に低下し

た。

方、観察期間終了時の握力下位28名では、観察期間後でocが有意に低下し、体重も有意に低

下した。

表-3 観察期間終了時の握力別にみた、 14ヶ月の観察期間前後における骨密度、骨代謝マ

ーカーレベルと体重、牛乳摂取量、歩行数、握力の比較(女性56名)

前 夜 有意茎
観察期間後の握力上位群(n=28)
骨密度(m/sec) 1，477:t:4 1，484:t:3 p=0.020 
骨代謝マー力一
BAP (U/I) 31.2士1.6 30.4士1.6 n.s 
OC(ng/mll 6.6:t:0.4 4.2:t:0.3 p=O.OOO 
NTx(nM BCE/mM Cr) 80.5:t:7.4 76.1 :t:5.8 n.s. 
QE)g_(~~L'!'_~__Q!) 一一一 7.4:t: 0.5 7.3:t: 0.4 n.s. 
誌重(kiiï-------------------------------------4-ã~6~-1~5--------------4ã~1-~1~6--------~~~:

牛乳摂取量(ml/日 193:t:22 185:t: 20 n.s. 
歩行数(歩/日 5，449:t:519 5，439 :t:487 n.s. 
握力(kg) 20.4士0.8 19.9:t: 0.5 n.s 
観察期間後の握力下位群(n=28)
骨密度(m/sec) 1，473:t:4 1，475+4 n.s 
骨代謝マー力一
BAP(U/Il 38目。士5.0 29.6士1.8 n.s 
OC (ng!ml) 6.9 :t:0.6 5.2:t:0.3 p=0.003 
NTx(nM BCE/mM Cr) 97.8士8.0 91.0士8.8 n.s 
DPD (nM/mM Cr) 8.7:t:0.5 8.3:t:0.5 n.s 

体重(kg) 45.0:t: 1.5 42.3士1.4 p=0.001 
牛乳摂取量(ml/日 205士17 187:t: 17 n.s 
歩行数(歩/日 3，424:t:583 3，068:t:474 n.s. 
握力(kg) 13.3士0.7 11.7:t:0.6 n.s. 

平均値士標準誤差 I n.s.: not sign市cant
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4.観察期間終了時の牛乳摂取量別にみた女性における骨密度、骨代謝マーカーレベルと体重、牛乳

摂取量、歩行数、握力の結果(表-4) 

観察期間終了時の午乳摂取量が上位 (240me/日以上)であった10名では、観察期間後における骨

密度、骨代謝マーカーレベルの有意な変動はみられなかった。

これに対し、牛乳摂取量中位 (200me/日)の26名および下位 (200"，i/日未満)の20名では、観

察期間後でocが有意に低下した。

表-4 観察期間終了時の牛事L摂取量別にみた、 14ヶ月の観察期間前後における骨密度、骨

代謝マーカーレベルと体重、牛事l摂取量、歩行数、握力の比較(女性56名)

前 後 有意差
観察期間終了時の牛乳摂取量が240ml/目以上であった群(n=10)
骨密度(m/sec) 1，474土5 1，481:t6 n.s. 
骨代謝マー力一
BAP (U/Il 28.0土 4.4 28.9:t 3.8 n.S 
OC (nglmll 5.2土0.8 4.6:t0.7 n.s 
NTx(nM BCE/mM Cr) 82.7+14.5 68.0土7.5 n.s 
DPD (nM/mM Cr) 7.3:t0.8 7.0:t0.7 n.S. 
京董ëkgy--------- 一一一一ー--------------5-2~4~-ì了一ー-EE--Ih:1玉工8 ー p=O.'自主一-

牛乳摂取量(ml/日 252土35 339土 18 p=O.017 
歩行数(歩/日 4，521+1，015 3，844:t861 n.s 
握力(kg) 16.8:t1.4 15.8:t1.3 n.s 
観察期間終了時の牛乳摂取量が200ml/日であった群(n=26)
.骨密度(m/sec) 1，471土4 1，476土3 n.s. 
骨代謝マーカー
BAP (U/I) 36.0土4.0 30.7土1.8 n.s. 
OC(nglmll . 7.7土0.5 5.0土0.3 p=O.OOO 
NTx(nM BCE/mM Cr) 95.4土8.5 93.5土9.2 n.s 
9?P-_(Q~L'!'J'!U~!L_________________________~o~土 0.6 8.2土0.6 n.s 

夜董ekgy-----一一 ;f5~i:t-üi--------------45~Õ土IT-- n.s. 

牛乳摂取量(ml/日 204:t14 200:t0 n.s. 
歩行数(歩/日 4，796土709 4，434:t657 n.s. 
握力(kg) 16.2:t 1.1 15.0:t 1.1 n.s. 
観察期間終了時の牛乳摂取量が200ml/日未満であった群(n=20)
骨密度(m/sec) 1，481:t4 1，484:t4 n.s. 
骨代謝マー力-
BAP (U/I) 36.0土 4.9 29.5:t 1.7 n.s. 
OC (nglmll 6.3土0.6 4.4 :t0.4 p=0.002 
NTx(nM BCE/mM Cr) 84.2土8.3 78.5土7.6 n.s. 

9_~P-JQ~L'!'_'~LÇ!2 一一 !103.~_Q主ーー 7.8土且4 n.s. 1*董(kg) 45.4土1.9 44.1土2.0 p=0.001 
牛乳摂取量(ml/日 166土 27 91:t15 p=0.011 
歩行数(歩/日 3，928:t486 4，223:t 453 n.s 
握力(k民 17.8土1.1 16.8士1.0 p=0.014 

平均値土標準誤差， n.s.: not significant 
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5. 母臣官皮、務í-t~射マ…カーレベルに対する牛乳摂取量、歩行数、握力の重回帰分析

T:1'生における義患者宅J倒問中の特波媛、付it謝?ーカーレベjレと牛乳摂取髪、歩行数、擬カの籾友関

係争検討するために、まず、義足護署員号間後におけるこれら各項包の変化最(Li)を算出した。次いで、

，11守主普段またはどグ創立製討すーカーレベルを従属変数とし、 d牛乳摂取量、 d歩行数、 d担率カを独立

繁華主どする数綴係分析をーステッヅワイズ法を用いて実施した。その結果、L1NTx長従属事E数とし

た土議長?に、Liぎ走行費支が平重な3虫食変数となった (p=O，OlO、標準編関係係数:-0，343)。また、LlD

P D ~;jt(;~議後霊堂とした場合iこは、 d牛乳摂取霊が有意な独立変数となった (p=O，Ol号、襲警官襲餓1t1J9請係

委主:…告314)。

考察

f守主主LZ設illil7i:i宏司〉主流li2 重 X事量級~支昔話定法(Dual energy X-ray absor手tio思総γ:DXA)であるが、

その…11でDXAとの秘書自がi奮い簡便なスタワーニング主主としての滋務波紋がしばしばF議いられてお

り、総選手淡1争被j変j側主主3主主主が数社によって開発されているio-hしかしながら、符苦言波長銀f約綴擦と

してfflいるためには少なくと色半年を必要とすることから、よ乙空交自主主言英首閣の傍it懇話鋭意義を!I'.!主義するた

めにす守代謝マ カ が広く用いられている L 明。本研究対象者?の議礎的資料を?寄ること会必良きとして、

95:!:i (努'険27;ß、会性58名)を対象;こ管代訟指標の性さをについて先!こ義者約し?と引ところ、お護金持告~O)

車道菅波伝綴速度が男性によbべ女性で有意に低i@.をぶしたα1，2074"，を対象とした DXAと予言聖子言語気社製

CM-100との比較検討では、 CM-100で測定された1.487m/秒が阪総DXAによるカットオフ纏の

72%に相当するととが認められているへそこで、 l ，487m/秒lこj筒たない燃のよt~事会算出したところ、

男性での48%に対し女性では78%に上った。また、骨形成?ーカーの OC、怜吸収?…カ のNTx

とDPDが男性によじべ女性で有意に高俄をぶしたと!::から、女般における関い'険代謝閥献がうかがわ

れる結架となったU

今倒、上記のヲ5名のうち引き絞霊協bが得られた70;s(担当fヨ，14;s、T:t1:56名)について、 14ヶ月間

の経過観察を行った。まず、全対象について検討を行ったところ、 3務t:tではすべての摂図が14ヶ月間

の絞察湾問自立後で有意なさをを示さなかった。一方、次tJ:L"1主義目安持}問問官官によじベ期間後でsosが有怠

iこ上昇し、 OC、体愛と援カが有覧室iこjJ，l;下した。 s0 S O)j.ゆび益事iま平均0.4%であり弓測定部位が右滋

管室予だけでらるることやi限定O)B差変動喪主事。露ますると、 ζの給手軽からさを長?の管?な!I!'について論じること

は幾しい。 OCの低-1'1ま'脅彩芸誌の低下をま監察さ分;，;，意義3裂であるが、体緩や握力0)挙事主主:な低下がこれに

関係しているのかもしれない。次い怖を、 550){!'tl委主会養手もれた;次空1:安対象として骨事費度、脅代言語マーカ

ーレベルと体重、4-亥夕、詩文盈、歩行委主、委譲1JO)華造線を、著書行委文書号、ま漆カ潟、牛乳摂取量5.lIH二、そして

重回毎分析の予言去を灼いてさらに検討し

その結察、線芸美期間後半の歩行委主以立議事ではNTxがお;滋i二{渓下して手本室長とj暴力浴車長持されていた。

また、霊協，)量分析ゆきは綴まき刻表号毛棄の LNTxを事室綴変数とした場合;こ Lit長行主主主t有主主な5虫3主変委主とな
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った (p=0.010、標準備回帰係数:-0.343)。先の検討"では、一握力下位群に比べ握力上位群ではNT

xが有意に低値を、歩行数が有意に高値を示した。運動トレーニングによる骨代謝の変動パターンに

ついては、骨吸収高進後に骨形成が高進するという報告l' 同がある 方でそれとは異なる変動も観察

されている17-nJ。また、 NTxは、比較的短期間で薬物療法の効果を反映する Z.~)が、 8，000歩/日以

上かつ週 4日以上の運動療法によって開始 1ヵ月後に有意に低下したととが報告されている到。 NT

xを指標とする前報"の横断的な検討結果と今回の前向きな手法を用いた検討結果は、“筋力と日常の

歩行数を維持することが、後期高齢以降の女性の骨吸収増大を抑制する"ことを示唆するものと考え

られる。

一方、観察期間終了時の牛乳摂取量が2401llf/日以上であった10名では、 ocが低下せずに維持され

た。そして、重回帰分析では観察期間後のLlDPDを従属変数とした場合に d牛乳摂取量が有意な独

立変数となった (p=0.019、標準偏回帰係数・ 0.314)。これらの結果は、“牛乳の積極的な摂取が、

後期高齢以降の女性の骨代謝に対して好影響を与える"可能性を示すものである。

今後の検討計画

本研究で得られた知見は、「牛乳乳製品の摂取と運動が、高齢者における骨代謝の保持・改善に対し

て複合効果をもたらす」ことを示唆している。次なる検討課題は、「牛乳乳製品の摂取と運動が、単独

効果または相乗効果をもたらすか否か」を検討することである。

本研究グループは、平成16年度にはこれまでの普通牛乳をカルシウム強化牛乳に切り換える介入的

手法を用い、牛乳乳製品の摂取に着目した検討を行うことを計画している。また、筋たんぱく代謝の

より詳細な検討のために 3ーメチルヒスチジンの測定を、カルシウム代謝のより詳細な検討のために

PTHや活性型ビタミン Dの検討を合わせて実施する予定である。

まとめ

高齢者の骨代謝に対する牛乳乳製品の摂取と運動の有効性に関するエビデンスを得ることを目的と

して、前向きな手法を用いることによってケアハウス入居高齢者の骨密度、骨代謝マーカーレベルの

変動と牛乳乳製品摂取状況、歩行数および筋力との関連を検討した。

ケアハウス入居者男性14名、女性56名の合計 70名を対象とし、食物摂取状況および身体活動状況

(歩行数)の調査を 1週間行った後、早朝・空腹11寺の血液および第 2尿を採取し、体重、握力、右臨骨

部の超音波伝播速度 (speedof sound: S 0 S)を測定した。そして14ヶ月の観察期間後に、同様の手

順で調査、試料の採取および各々の測定を実施した。骨形成マーカーとしては血清骨型アルカリ性ホ

スファターゼ (BA P)、オステオカルシン (0C)を、骨吸収マーカーとしては尿中 I型コラーゲン

架橋N末端テロペプチド (NT x)、デオキシピリジノリン (DP D)を測定し、これらの指標をもと
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に骨代謝について検討した。主な結果;立、以下のとおり‘ずあった。

1)男性14名、女性56名の各今余対象についての検討で、は、 5号f設ではすべての項呂が14ヶ月間の観察

期間前後で有意な差を示さなかった。 ~tt-れま、在日襲安期間前 i二比べて期間後でOC と体索、安芸jJが

有意に低下した。次いで、女性を対殺にさらに検討を加えた。

2)観察期間後半の歩行数上位鮮でI立、 NTxが省主意』こ低下し、体重と握力は維持されていたの E窓側

J局分析では、観察期間後のL1NTxを従縦波数とした場合lこ4歩行数が有意な独立変数となった

(p=0.01号、標準備殴婦係費支:一仏343)。

3) 観察期関終了n寺の今乳然詩文f設が3ぶ)me/B~_とであった10名では、 OCが低下せずに維持された。

霊図録分析では、主翼俊英禁罪喜j変のL1DPDを手t:g.議後数とした場合iこぷ牛乳摂取量が手言葉室な1言rft変委主と

なった (p=O.01号、義襲軽量{癒綴9議事長費支:-0.314)。

本研究で繰られた総長主iふ f冬季しぎし絞めの綴竜文と漆鐙1が、後綴高童会以F寧の女?をにおけるう警吸収掬奇書j

iこ対して複合滋E裂をもたらすゴことを添聖堂しており、次なる検討言車窓i主、 f牛乳乳重要長きのま英詩文之工芸霊堂過

が、単独効采または総予襲安古巣をもたらすか浅かjを主主討することである。
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